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 高性能なポリマー太陽電池 (PSC) を達成す

るためには，より優れた半導体ポリマーを開発

することが重要である。最近われわれは，フェ

ナントロジチオフェン (PDT) とイソインジゴ

(IID) 誘導体からなる新規ポリマーを開発し，適

切な可溶性側鎖を導入した P1 は 5% を超え

る変換効率を達成した (Fig. 1)。[1] しかしなが

ら，P1 は太陽電池に不利な edge-on 配向の形成，低結晶性などの問題点を有していた。そこで

本研究では，P1 のチオフェン環上に導入した可溶性側鎖をより立体障害の少ない PDT 上に導入

した新規ポリマー (P2, P3) を新たに開発し，結晶性の向上および分子配向の制御をおこなった。 

 それぞれ対応する PDT および IID 誘導体を用い，右

田－小杉－Stille カップリングにより P2 および P3 を

新たに合成した (Mn = 16.8~26.8 kDa)。まず，得られたポ

リマーの薄膜構造を微小角入射広角  X 線散乱 

(GIWAXS) 測定により調査したところ，P2 および P3 の

混合薄膜は，添加剤の有無にかかわらず P1 よりも高い

結晶性を有していた。さらに、edge-on と face-on が混在

した薄膜構造のうち，添加剤としてジフェニルエーテル 

(DPE) を加えた P3 の混合薄膜において，太陽電池に有

利な face-on 配向の割合が大幅に増加した。続いて，

ITO/ZnO/(polymer:PC61BM)/MoO3 (6 nm)/Ag (50 nm) から

なる逆型太陽電池を作製し，その特性を評価した (Fig. 2)。

P2 および P3 を用いた素子は，P1 とほぼ同程度の Voc を示したが，Jsc および FF が著しく低

下したため，変換効率はそれぞれ 1.0%、1.3% であった。これに，1 vol% の DPE を添加したと

ころ，Jsc
 および FF は 1.5~2 倍程度増加し，それぞれ 2.4%，3.1% まで変換効率が向上したが，

分子量が同程度の場合ではいずれも P1 を用いた素子 (4.7%) より高い特性を得ることができな

かった。これは、P2 および P3 の混合薄膜が大きな相分離構造を形成したことに起因している。 
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Fig. 1. Structures of polymers P1-P3. 
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Fig. 2. J-V curves of P1-P3-based PSCs. 
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